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にぎわい ～人も心もワクワクにぎわうまち～

　今年度の予算が決まりました。今月号では、昨年就任した宮原義久市長が掲げる「市民が笑顔にな
れる小林市」を目指すための予算の概要と、市が取り組む主な事業を紹介します。

にぎわい
人も心も
ワクワク
にぎわうまち

いきいき
健康でいきいき
つながり合う
笑顔のまち

まなび
生涯を通して
学び合い
育ち合うまち

くらし
豊かな自然と
共に安心して
くらせるまち

計画の
実現に
向けて

‐「みんなでてなむ　笑顔あふれる　じょじょんよかとこ　小林市」の実現を目指して‐

今年の を紹介重点事業
分野別

いきいき ～健康でいきいきつながり合う笑顔のまち～

DMO とは、観光で稼ぐた

めにマーケティングとマネ

ジメントを行う組織体制の

こと。地域資源を最大限活

用し「稼げる」観光地域づ

くりを支援します。
新 ふ…新規事業 …ふるさと納税の寄附金を活用する事業

　観光客誘致による交流人口や雇用の増加を目的に、

観光ＤＭＯが中心となって取り組む観光地域づくりを

支援します。
……7022 万円（商工観光課）

観光 DMO の観光地域づくりを支援

ふ（畜産課）

　畜産の担い手としての意欲の醸成と小林市の畜産の

ＰＲを目的に「全国和牛ハイスクールサミットｉｎこ

ばやし」を開催します。
……670 万円

次世代の畜産の担い手を育成

ふ

全国の畜産業後継者（高校
生）が参加する「全国サ
ミット」の開催で、ともに
学び刺激し合える機会を創
出。和牛生産地として畜産
業 PR にもつなげます。
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……２億 943 万円（長寿介護課）

　施設サービスなどの待機者解消を図るため、地域密

着型介護老人福祉施設やグループホームの整備などの

費用の一部を補助します。

高齢者施設の利用待機者を解消

安心して出産・育児できる環境の整備
　産後間もない時期における産婦を支援し、安心して

出産や育児のできる環境を整えます。

　……5106 万円（健康推進課）ふ

　分娩受入れを再開した、小林市立病院の産婦人科の

運営体制を西諸３市町が連携して支援します。
……2969 万円 （医療介護連携室）

市立病院産婦人科の運営体制を支援

ふ

放課後児童クラブで児童の健全育成
　放課後児童クラブの整備などに補助金を交付し、児

童の健全育成を図ります。
……1949 万円（子育て支援課）ふ新

子ども医療費の助成で子育て環境を充実
　未就学児や小・中学生の医療費助成を継続し、子育

て環境の充実を図ります。入院、外来の自己負担は、

未就学児が３５０円、小・中学生が８００円。薬代の

自己負担はありません。
……１億 5146 万円（子育て支援課）ふ

市の基幹産業である農業の

後継者不足は、喫緊の課題

です。地域農業振興のため、

次世代の農業の担い手であ
る農業後継者や新規就農者

を確保します。

　地域農業を振興するため、農業後継者や新規就農者

の早期経営安定と次世代の農業の担い手確保を進めま

す。
……2906 万円（農業振興課）

次世代の農業の担い手を確保

ふ

　ふるさと納税制度と独自の WEB 販売制度の相乗効

果を創出し、市のブランド力を高めて特産品の流通量

拡大を促進します。
　　……４億 7766 万円

ふるさと納税などで特産品の流通を促進

ふるさと納税で集められた
寄附は、子育て支援など市
の施策の推進に充てられま
す。また、地域の魅力発信
や地域経済の活性化などに
も活用されます。

新 （地方創生課）



　今年度の予算は、前年度の６月補正後の予算と比較すると、2.0 ㌫増加しました。第２次小
林市総合計画に掲げる将来都市像「みんなでてなむ 笑顔あふれる じょじょんよかとこ 小林市」
の実現を目指し、具体的な事業を展開するための予算となっています。

予 算 総 額

一般会計

各特別会計

市税（48億 39 万円）

地方交付税（86億 3224 万円）

市債（25億 6048 万円）

国・県支出金（57億 2496 万円）

その他（55億 1193 万円）

市民税、固定資産税、たばこ税、
軽自動車税などの税金

市町村の財政力などに応じて国か
ら交付されるお金

市が国や金融機関などから長期的
に借り入れる資金（借金）

市町村が行う特定の事業に対し、
国や県から交付されるお金

地方消費税交付金、ふるさと納税、
分担金、負担金、使用料、手数料
ほか

生活保護、医療費助成、子育て支
援などの社会保障に関する経費

市の借金を返済する経費、いわば
「ローンの返済金」

施設の維持管理、財産の管理、政
策の企画運営などに関する経費

道路、橋、公園などの建設や維持
補修にかかる経費

農林業、畜産業の振興などに関す
る経費

ごみ処理、予防接種、消防、商工観光、
議会、災害復旧などにかかる経費

小中学校、公民館、体育施設、図
書館などにかかる経費

公債費（32億 4326 万円）

民生費（98億 9879 万円）

総務費（46億 7071 万円）

農林水産業費（22億 4020 万円）

土木費（19億 2685 万円）

教育費（16億 740 万円）

その他（36億 4279 万円）

272 億 3000 万円 272 億 3000 万円歳　出歳　入

国民健康保険事業特別会計

物品購入特別会計

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

西諸地域介護認定審査事業特別会計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

西諸地区いじめ問題対策専門家委員会特別会計

63 億 7809 万円

1500 万円

２億 1347 万円

７億 5001 万円

3304 万円

61 億 9840 万円

12 億 8725 万円

14 万円

会計名 予算額

468 億 2662 万円
一般会計　

特別会計　　　

水道事業

病院事業

272 億 3000 万円

148 億 7540 万円

16 億 3587 万円

30 億 8535 万円

　一般会計と特別会計、企業会計（水
道事業と病院事業）の総額は 468
億 2662 万円となりました。

～生涯を通して学び合い育ち合うまち～まなび

　須木、西小林地区などの光ファイバー未整備地区に

高速情報通信網を整備し、情報通信格差の解消を図り

ます。 ……１億 8100 万円（企画政策課）

　避難所に指定されている須木地区の６つの集会施設

に空調設備を整備し、利便性向上を図ります。
……500 万円（須木庁舎地域振興課）

～豊かな自然と共に安心してくらせるまち～くらし

計画の実現に向けて

一般会計予算は 272 万円億 3000

㊨大塚原運動広場のさらなる利便性向上に努めます。㊧災
害に強いまちづくりに努めます。

　高齢者や障がい者などの外出支援や社会参加を促進

するため、タクシー料金の一部助成の対象者を拡充し

ます。 　……915 万円（長寿介護課）

タクシー料金の一部を助成

　災害など有事の際の情報伝達手段を確保するため、

市内全域に防災行政無線（同報系）を整備します。
　……７億 2531 万円（危機管理課）

市内全域に防災行政無線を整備

　更新時期を迎えているＫＮＴクリーンセンターの基

幹的設備の改良を行います。
……7318 万円（生活環境課）

KNT クリーンセンターの設備を改良

光ファイバー整備で情報通信格差を解消 空調設備整備で避難所としての利便性向上

新 ふ…新規事業 …ふるさと納税の寄附金を活用する事業

　大塚原運動広場を中心としたエリア全体の価値を高

めるため、更衣室棟及び外構を整備します。
……3500 万円（野尻庁舎地域整備課）

大塚原運動広場の周辺を整備

　市民の生きがいや活躍の場を創出するため、ＴＥＮＡ

ＭＵビル２階の公共スペースを運営します。
　……2848 万円（社会教育課）

TENAMU ビルを活用した学びの場の提供

㊤多くの市民などに利用されている TENAMU ビル
２階の公共スペース。㊦タブレット型パソコンなどを
活用して ICT 教育を推進します。

　児童生徒の情報活用能力の育成のため、市内小・中学

校へのタブレット型パソコンなどの整備を拡充します。
……2092 万円（学校教育課）

タブレット型 PC で児童生徒の能力を育成

ふ

　子育て世代の負担を軽減するため、小中学校の学校給

食費の半額を補助します。
……7265 万円（スポーツ振興課）

小・中学校の給食費を半額助成

ふ
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今
後
の
農
業
を
担
う
若
手
農

家
が
集
い
、
情
報
共
有
な
ど
を

行
っ
て
い
る
小
林
市
S
A
P
会

議
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
瀬

戸
山
貴
行
さ
ん
、
39
歳
。

　

手
作
業
だ
っ
た
茶
園
上
の
落

葉
除
去
を
機
械
化
し
、
経
営
改

善
に
つ
な
げ
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
全
国
青
年
農
業
者
会
議
で

最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
。

　
「
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
こ
そ
の
評
価

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

瀬
戸
山
さ
ん
は
、
大
学
卒
業

後
に
祖
父
の
代
か
ら
続
く
茶
業

に
就
農
。
作
業
は
ほ
ぼ
機
械
化

し
て
い
た
が
、
茶
園
上
の
落
葉

除
去
だ
け
は
手
作
業
の
た
め
、

多
く
の
時
間
を
要
し
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
同
業
の
若
手
農
家

か
ら
送
風
式
の
虫
を
捕
獲
す
る

機
械
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、「
こ

の
原
理
で
落
葉
除
去
の
機
械
化

に
繋
が
る
か
も
」
と
考
え
た
。

　

早
速
、
既
製
の
摘
採
機
に
自

作
の
送
風
管
を
取
り
付
け
た
機

械
を
開
発
。
実
際
に
使
用
し
て

み
る
と
、
今
ま
で
の
１
割
程
度

の
手
間
で
作
業
が
完
了
し
た
。

　
「
余
っ
た
時
間
は
、
新
た
な

管
理
作
業
な
ど
に
充
て
る
こ
と

が
で
き
、
収
穫
量
増
加
に
つ
な

が
り
ま
し
た
」。

　

作
業
効
率
化
や
経
費
削
減
を

実
現
し
た
瀬
戸
山
さ
ん
だ
が
、

最
も
大
事
に
し
て
い
る
の
は
人

と
の
つ
な
が
り
だ
と
話
す
。

　
「
人
と
の
交
流
で
悩
み
を
共

有
し
、
解
決
に
向
け
て
知
恵
を

出
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
互
い

の
更
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
」。

　

今
年
、
父
か
ら
家
業
の
経
営

を
引
き
継
い
だ
瀬
戸
山
さ
ん
。

　
「
お
茶
は
嗜
好
品
。
見
る
だ

け
で
は
味
は
伝
わ
ら
ず
、
飲
ん

で
初
め
て
良
さ
が
わ
か
る
。
だ

か
ら
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
お
茶

の
良
さ
を
広
め
て
い
き
た
い
」。

　

こ
れ
か
ら
も
、
緑
茶
へ
の
愛

情
を
胸
に
走
り
続
け
る
。

お
茶
は
嗜
好
品
。
飲
ん
で
初
め
て
そ
の
良
さ
が
わ
か
る
。

だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
お
茶
の
良
さ
を
広
め
た
い
。

写真㊤開発した機械を搭載して走る摘
採機。「市内外からの視察が絶えない」
と瀬戸山さん ㊦包装袋を開けた瞬間、
やわらかな緑茶の香りが漂う

瀬
せ と や ま

戸山 貴
たか ゆ き

行さん（39）

第 58 回全国青年農業者会議で
農林水産大臣賞 受賞

Vol.88
こばやしびと

さんを紹介します今年度の区長
企画政策課　℡２３‐０４５６問

１年間よろしくお願いします。

（左から順に）

後川内区長　幸
こうだ

田 郁
いく お

雄 さん

南島田区長　𦚰
わきもと

元 政
せいはちろう

八郎 さん

水流迫区長　友
ともやす

安 春
はる お

夫 さん

南西一の西区長　上
うえの

野 貞
さだとし

敏 さん

New Face

区

西町一区

西町二区

西町三区

新生町区

後川内区

南島田区

通り町区

緑町区

本町区

仲町区

永田町区

上町区

上町北区

上町東区

上町西区

上町中区

細野一区

細野二区

細野三区

区

南堤区

北堤区

西堤区

水流迫区

東方一区

東方二区

真方一区

真方二区

真方三区

南真方区

南真方東区

南真方西区

坂元区

南西一の東区

南西一の西区

南西二区

南西三区

南西四区

種子田区

区

北西一区

北西二区

北西三区

麓区

永田区

原区

中河間区

夏木区

堂屋敷区

下九瀬区

上九瀬区

奈佐木区

内山区   

野尻１区

野尻２区

野尻３区

野尻４区

野尻５区

野尻６区

肥
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ヶ野　安
やすひろ

博

川
かわさき

﨑　邦
くにひこ

彦

大
おおさこ

迫　照
てるお

雄

幸
こう だ

田　郁
いくお

雄

𦚰
わきもと
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八郎

日
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ふくどめ
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大
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塚　明
あきお

男

大
おおやま
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のりあき

昭

門
かどまつ

松　寛
ひろふみ

文

時
ときよし

吉　捷
しょうじ

二

西
にしやま

山　繁
しげる

境
さかいだに

谷　忠
ただ お

男

西
にし

　誠
まこと

宮
みやはら

原　善
よしろう

朗

倉
くら た

田　富
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夫
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こうづま

妻　賢
よしお

士

仮
かり や

屋　實
みなお

直

区長名（敬称略） 区長名（敬称略） 区長名（敬称略）

田
たわら

原　治
はるお

男

横
よこやま

山　邦
くにやす

保

藤
ふじはら

原　十
と し ろ う

四郎

友
ともやす

安　春
はるお

夫

橋
はしみつ

滿　進
すすむ

岡
おかはら

原　リツ子
こ

中
なかやま

山　南
なんいち

一

橋
はしのくち

ノ口　孝
こういち

一

森
もりおか
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よ つ お

津男

広
ひろざね
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まさおみ

臣

清
しみ ず

水　洋
よういち
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中
なかやま

山　敏
としあき

章

中
なかしま

島　信
のぶゆき

行
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野　俊
としひこ

彦

上
うえ の

野　貞
さだとし

敏

中
なかむら

村　祐
ゆういち

一

山
やま だ

田　博
ひろし

下
しもおき

沖　秀
ひで と

人

種
た ね だ

子田　勝
まさる

中
なかむら

村　義
よしひで

秀

谷
たにやま

山　孝
こういち

一

山
やまのくち

之口　正
まさかず

和

金
かねまつ

松　勲
いさお

河
かわ の

野　雄
ゆうじ

二

齊
さいとう

藤　輝
てるあき

昭

池
いけ い

井　周
しゅうぞう

造

井
い の

野　実
みのる

前
まえ だ

田　信
のぶし

志

京
きょうほ

保　静
しずお

雄

小
お の

野　信
のぶお

雄

春
はるぐち

口　隼
はやと

人

中
なかべっぷ

別府　完
かんじ

爾

木
きのした

下　恒
つねよし

吉

圖
ず し

師　春
はるよし

義

永
なが た

田　晃
こういち

一

大
おおはた

畑　孝
こういち

壹

山
やまぐち

口　健
たけし

竹
たけはら

原　信
しんいち

一

今年度から新しく区長になった皆さんを紹介します。
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市立病院  ～ Hospital ～

薬剤師
三
み う ら

浦　達
た つ ろ う

郎
助産師
黒
く ろ き

木　洋
よ う こ

子
助産師
水
み ず く ぼ

窪　ちか
看護師
田
た づ め

爪　香
か よ

代
看護師
西
に し や ま

山　夏
な つ み

美
看護師
仁

に れ

礼　あゆみ

医師
堀
ほ り の う ち

之内　駿
すぐる

看護師
池
い け だ

田　愛
あ い み

美
看護師
武
た け だ

田　紫
し ほ

歩
看護師
松
ま つ し た

下　里
り ほ

穂
看護師
上
う え の そ の

之薗　結
ゆ う な

菜
看護師
浅
あ さ の

野　寧
ね ね

音
看護師
下
し も つ さ

津佐　恵
めぐみ

新規採用 21 人、派遣 3 人
４月１日付の異動は 115 人で、部長級７人（昇
格４人）、課長級 16 人（昇格５人）の異動が
ありました。県教委と姉妹都市の能登町からの
派遣職員計３人を迎えた新体制。これからの市
政発展と住みよいまちづくりに尽力します。

市役所  ～ City hall ～部
課
長
級
の
異
動

部
長
級

学校教育課
今
い ま む ら

村　翔
し ょ う や

哉
地方創生課
有
あ り き

木　涼
り ょ う た

太
財政課
磯
い そ べ

部　佑
ゆ う す け

介
畜産課
米
よ ね く ら

倉　宏
ひ ろ き

貴
農業振興課
渡
わ た な べ

邉　大
た い が

芽
農業振興課
東
ひがしばる

原　治
は る き

希

農業振興課
吉
よ し お か

岡　慎
し ん や

弥
建設課
前
ま え だ

田　奈
な な

々
市民課
日
ひ だ か

高　美
み づ き

月
ほけん課
平
ひ ら の

野　翔
しょういちろう

一朗
税務課
芝
し ば も と

元　友
ゆ う や

哉
税務課
磯
い そ だ

田　健
け ん じ

二

健康推進課
窪
く ぼ た に

谷　早
さ き こ

希子
健康推進課
大
お お く つ

久津　彩
あ や か

華
水道課
山
や ま し た

下　幹
か ん た

太
長寿介護課
原
は ら や し き

屋敷　千
ち よ

代
長寿介護課
田
た な か

中　康
こ う へ い

平
福祉課
齊
さ い と う

藤　理
り い ち ろ う

一郎

野尻庁舎地域整備課
梯
かけはし

　誠
まこと

社会教育課
湯
ゆ の ま え

之前　大
た い せ い

晟
健康推進課
永
な が さ き

㟢　聡
さ と み

美
学校教育課

（県教委から派遣）
日
ひ だ か

髙　隆
た か ひ ろ

浩

学校教育課
（県教委から派遣）
森
も り し げ

重　健
け ん た ろ う

太郎

商工観光課
（能登町から派遣）
町
ま ち ば た

端　晃
あきら

市役所などの人事異動、新規採用職員を紹介

課
長
級

総
務
部
総
務
課
長
安あ

ん
ら
く楽 

究き
わ
む

▽

総
合
政
策
部
地
方
創
生
課
長

牧ま
き
た田 

純じ
ゅ
ん
こ子

▽
総
合
政
策
部
健

康
都
市
推
進
室
長
谷た

に
が
わ川 

浩こ
う
じ二

▽
経
済
部
畜
産
課
長
廣ひ

ろ
つ津 

寛
ひ
ろ
し

▽
市
民
生
活
部
市
民
課
長【
兼
】

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

鸙ひ
ば
り
の野 

裕ゆ
う
い
ち一
▽
市
民
生
活
部
生

活
環
境
課
長
深ふ

か
た田 

利と
し
ひ
ろ広
▽
健

康
福
祉
部
長
寿
介
護
課
長
大お

お
づ
の角 

哲て
つ
ひ
ろ浩

▽
須
木
庁
舎
地
域
振
興
課

長
中な

か
ま間 

正ま
さ
み
ち路

▽
須
木
庁
舎
住

民
生
活
課
長
【
兼
】
教
育
部

須
木
分
室
長
金か

ね
ま
る丸 
浩こ

う
じ二
▽
野

尻
庁
舎
地
域
振
興
課
長
吉よ

し
の野 

貴た
か
ひ
ろ弘
▽
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

長
【
兼
】
教
育
部
野
尻
分
室

長
中な

か
が
み神 

正ま
さ
ひ
ろ広

▽
総
合
政
策
部

企
画
政
策
課
長
冨と

み
み
つ満 

聖せ
い
こ子

▽

健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
池い

け
う
え上 

宗そ
う
い
ち市
▽
野
尻
庁
舎
地
域
整
備

課
長
【
兼
】
農
業
委
員
会
野

尻
分
室
長
川か

わ
ら良 

貴た
か
ひ
さ久
▽
教
育

部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
税さ

い
し
ょ所   

將ま
さ
あ
き晃

▽
監
査
委
員
事
務
局
長

松ま
つ
も
と元 

総さ
と
こ子

総
合
政
策
部
長
峯み

ね
た田 

勝か
つ
み巳
▽

経
済
部
長
【
兼
】
農
業
振
興
課

長
事
務
取
扱
永な

が
た田 

勉つ
と
む

▽
健
康

福
祉
部
長
押お

し
か
わ川 

逸い
つ
お夫

▽
建
設

部
長
【
兼
】
建
設
課
長
事
務
取

扱
坂さ

か
の
し
た

之
下 

利と
し
ひ
ろ浩
▽
会
計
管
理

者
【
兼
】
会
計
課
長
事
務
取
扱

指い
ぶ
す
き宿 

敏と
し
ろ
う郎

▽
須
木
庁
舎
須
木

総
合
支
所
長
永な

が
の野 

宗む
ね
と
し敏

▽ 

野

尻
庁
舎
野
尻
総
合
支
所
長
野の

ざ
き﨑 

裕ひ
ろ
し四

FNew ace
４月１日付で医師・薬剤師・助産師・看護師を
採用。このほか、中

な か だ

田雅
ま さ ゆ き

之医師も着任しました。
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市
病
院
企
業
職
員
採
用
試
験
を

行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
日
本
国
籍

を
有
し
な
い
人
、
そ
の
他
地
方
公

務
員
法
の
規
定
に
よ
る
欠
格
事
項

に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
。
試
験
は
次
の
区
分
ご
と
に
行

い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
希
望
す
る

職
種
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
み
受
験

で
き
ま
す
。
申
込
締
切
後
は
、
試

験
区
分
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
試
験
区
分
（
採
用
予
定
）・
受

　

験
資
格

・
薬
剤
師
（
若
干
名
）

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

・
助
産
師
（
若
干
名
）

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
40
歳
ま
で
に
免
許

を
取
得
し
た
人

※
薬
剤
師
、
助
産
師
は
資
格
を
持

　

っ
て
い
る
人
ま
た
は
平
成
31
年

　

度
の
各
種
試
験
で
資
格
取
得
見

　

込
み
の
人
、
助
産
師
は
昭
和
55

　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　

人
で
、
平
成
31
年
度
の
試
験
で

　

免
許
取
得
見
込
み
の
人
を
含
み

　

ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

６
月
10
日
（
月
曜
）

　
　

～
７
月
11
日
（
木
曜
）

　

８
時
15
分
～
17
時

※
土
日
除
く

※
郵
送
の
場
合
７
月
11
日（
木
曜
）

　

必
着

◆
受
験
申
込
書
交
付
・
申
込
手
続

　

次
の
書
類
を
小
林
市
立
病
院
に

提
出
く
だ
さ
い
。

①
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書

　
（
受
験
票
・
写
真
票
含
む
）

②
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

③
最
終
学
校
の
卒
業
（
見
込
み
・

　

修
了
を
含
む
）
証
明
書
ま
た
は

　

卒
業
証
書
の
写
し

④
試
験
区
分
の
免
許
証
の
写
し　

　
（
31
年
度
の
各
種
試
験
で
、
免

　

許
取
得
見
込
み
の
者
は
取
得
予

　

定
年
月
を
記
載
）

⑤ 

最
終
学
校
の
成
績
証
明
書　

　
（
31
年
度
の
各
種
試
験
で
、
免

　

許
取
得
見
込
み
の
人
が
対
象
）

⑥
写
真
（
受
験
申
込
３
か
月
以
内

　

に
撮
影
し
た
無
帽
上
半
身
正
面

　

向
き
縦
６
㌢
×
横
４
・
５
㌢
の

　

も
の
を
写
真
票
に
貼
付
）

⑦
返
信
用
封
筒（
受
験
票
返
送
用
。

　

82
円
切
手
を
貼
っ
た
受
験
者
の

　

宛
先
を
明
記
し
た
長
形
3
号
程

　

度
の
定
形
封
筒
を
同
封
）

⑧
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
は
、

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
写
し

※
①
～
⑦
に
不
備
が
あ
る
場
合
は

　

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
書
配
布
先　

　

市
立
病
院
事
務
部
（
2
階
）

※
郵
送
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の

　

表
に
「
採
用
試
験
受
験
申
込
書

　

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
４
０

　

円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の

　

返
信
用
封
筒
（
角
２
号
）
を
必

　

ず
同
封
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受

　

験
申
込
書
は
市
立
病
院
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

◆
試
験
日
程　

７
月
28
日（
日
曜
）

◆
試
験
会
場　

市
立
病
院
会
議
室

◆
そ
の
他

　

試
験
科
目
な
ど
詳
し
く
は
、
市

立
病
院
ま
で
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

く
だ
さ
い
。

●
問
・
市
立
病
院
事
務
部

　

小
林
市
細
野
２
２
３
５
番
地
3

　

℡
23
‐
４
７
１
１

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ

ン
プ
場
で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
青

少
年
（
日
本
人･

外
国
人
）
が
、

キ
ャ
ン
プ
生
活
や
登
山
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、「
新

し
い
仲
間
と
の
出
会
い
」
の
楽
し

さ
や
、
友
だ
ち
と
協
力
し
助
け
合

う
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

◆
期
間

　

７
月
30
日
（
火
曜
）

　
　

～
８
月
３
日
（
土
曜
）

◆
場
所　

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー

◆
定
員

　

日
本
人
80
人　

外
国
人
20
人

◆
対
象

　

小
学
３
年
生
～
小
学
６
年
生

◆
内
容

　

富
士
登
山
、テ
ン
ト
生
活
体
験
、

野
外
炊
飯
体
験
、ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
、

星
空
観
察
な
ど

◆
締
切　

７
月
５
日
（
金
曜
）

◆
参
加
費　

10
万
９
千
円

●
申
・
問
・
資
料
請
求

・
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

℡
03
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

　

統
計
調
査
員
に
登
録
い
た
だ
け

る
人
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

国
や
県
が
実
施
す
る
統
計
調
査

で
、
優
先
的
に
お
願
い
し
て
調
査

を
行
っ
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

①
満
20
歳
以
上
の
人

②
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂

　

行
で
き
る
人

③
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
の
秘
密

　

を
保
持
で
き
る
人

④
警
察
・
税
務
関
係
者
・
選
挙
関

　

係
者
・
暴
力
団
関
係
者
で
な
い

　

人
◆
申
込
方
法

　

企
画
政
策
課
に
あ
る
所
定
の
用

紙
に
記
入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※
登
録
期
間
は
、
本
人
の
辞
退
申

　

し
出
ま
で
と
な
り
ま
す
。

◆
今
後
の
統
計
調
査
（
予
定
）

▼
経
済
セ
ン
サ
ス

・
第
２
期　

８
月
１
日
～
９
月
30
日

・
第
３
期　

10
月
１
日
～
11
月
30
日

・
第
４
期　

12
月
１
日
～
１
月
31
日

▼
全
国
家
計
構
造
調
査

　

９
月
～
11
月　
　
　
　
　

▼
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

12
月
中
旬
～
３
月
中
旬
予
定

▼
国
勢
調
査

　

令
和
２
年
９
月
～
10
月

※
経
済
セ
ン
サ
ス
以
外
の
任
用
期

　

間
は
予
定
の
為
、
日
程
が
変
更

　

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問

・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
０
４
５
６

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１９年　5 月１5 日号２０１9 年　5　月１５日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ
　

第
２
次
小
林
市
総
合
計
画
の
将

来
都
市
像
「
み
ん
な
で
て
な
む
笑

顔
あ
ふ
れ
る
じ
ょ
じ
ょ
ん
よ
か
と

こ
小
林
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、

計
画
な
ど
に
関
す
る
事
項
を
調
査

審
議
す
る
「
小
林
市
総
合
計
画
等

審
議
会
」
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

未
来
に
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
内
容

　
「
小
林
市
総
合
計
画
等
審
議
会
」

委
員

◆
募
集
人
数　

３
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
選
考

◆
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
令
和
3

年
3
月
31
日
ま
で

◆
会
議
開
催
回
数

　

年
間
３
回
程
度
開
催
予
定

◆
応
募
条
件

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
在
勤
の
人

◆
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

と
「
私
の
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
と

市
政
の
あ
り
方
」
と
題
し
た
作
文

を
記
入
し
、
企
画
政
策
課
に
郵
送

ま
た
は
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
用
紙
配
布
先

・
本
館
１
階
総
合
案
内
所

・
野
尻
庁
舎

・
須
木
庁
舎

・
西
小
林
出
張
所

・
紙
屋
出
張
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
募
集
締
切

　

６
月
７
日
（
金
曜
）
必
着

●
申
・
問

・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
０
４
５
６

　

鳥
獣
保
護
区
や
そ
の
周
辺
地
域

で
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
防
護
及

び
捕
獲
用
施
設
の
購
入
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
施
設

　

電
気
防
護
柵
、
爆
音
機
、
箱
わ

な
、
囲
い
わ
な
、
く
く
り
わ
な 

※
箱
わ
な
及
び
く
く
り
わ
な
の
補

　

助
に
つ
い
て
は
、狩
猟
免
許（
わ

　

な
猟
）
を
所
持
し
て
い
る
人
が

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
で
使
用
す
る
場

　

合
に
対
象
で
す
。

◆
対
象
地
域

　

旧
小
林
市
内
、
旧
野
尻
町
内

◆
補
助
金

　

標
準
経
費
の
3
分
の
2
以
内

◆
申
込
方
法

　

市
役
所
で
指
定
の
用
紙
に
記
入

し
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付

　

月
曜
～
金
曜

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

◆
申
込
締
切　

6
月
14
日（
金
曜
）

◆
そ
の
他

　

補
助
金
に
は
限
り
が
あ
り
、
必

ず
し
も
補
助
が
で
き
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
対
象
地
域
内
で

も
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

所
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
申
・
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
３
３

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課　
　
　

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施

設
の
開
設
、
ま
た
は
増
設
を
希
望

す
る
事
業
者
の
公
募
を
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
と
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福

祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
（
小
規

模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
を
開

設
、
ま
た
は
増
設
す
る
事
業
者
を

公
募
し
ま
す
。
公
募
要
領
な
ど
詳

し
く
は
、
５
月
20
日
付
で
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

●
問
・
長
寿
介
護
課

　

℡
23
‐
１
１
４
０　

　

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た
お

部
屋
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
！

◆
日
時

　

7
月
3
日
（
水
曜
）
19
時
～
21
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館　

◆
負
担
金　

５
０
０
円

　

材
料
費　

別
途
必
要

◆
定
員　

10
人

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お
お

む
ね
40
歳
未
満
の
人

※
40
歳
以
上
の
人
で
も
申
込
み
で

　

き
ま
す
が
、
申
込
多
数
の
場
合

　

は
対
象
者
を
優
先
と
し
た
う
え

　

で
抽
選
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切　

6
月
19
日（
水
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜　

9
時
～
17
時

●
申
・
問
・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

◆
初
心
者
の
た
め
の

　

エ
ク
セ
ル
講
座

▼
日
時
（
6
回
コ
ー
ス
／
毎
週
月

　

曜
・
水
曜
・
金
曜
）

　

6
月
17
日
～
6
月
28
日

　

19
時
～
21
時

▼
締
切
日　

6
月
12
日
（
水
曜
）

◆
エ
ク
セ
ル
関
数
講
座

▼
日
時
（
6
回
コ
ー
ス
／
毎
週
月

　

曜
・
水
曜
・
金
曜
）

　

7
月
1
日
～
7
月
12
日

　

19
時
～
21
時

▼
締
切
日　

6
月
26
日
（
水
曜
）

◆
共
通
事
項

▼
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
申
込
み

▼
定
員　

各
コ
ー
ス
10
人

※
5
人
未
満
の
場
合
は
開
講
で
き

　

ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

　

各
コ
ー
ス
無
理
な
く
学
べ
ま

す
。
日
程
・
内
容
・
費
用
な
ど
に

つ
い
て
は
、問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
小
林
高
等
職
業
訓
練
校　

　

℡
23
‐
６
８
０
０

平
成
31
年
度
小
林
市
病

院
企
業
職
員
採
用
試
験

募　

集

青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ

登
録
統
計
調
査
員
募
集

「
小
林
市
総
合
計
画
等

審
議
会
」
委
員
募
集

鳥
獣
被
害
防
止
施
設
等

の
購
入
費
補
助

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
施
設
の
公
募

講
座
・
催
し

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座

イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
小
物

つ
く
り
講
座

短
期
講
座
パ
ソ
コ
ン
教

室
（
有
料
）
受
講
生

募
集
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◆
日
時

　

６
月
12
日
（
水
曜
）
全
１
回

　

19
時
～
21
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
内
容

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
革
小
物
作
り
。

染
色
も
体
験
で
き
ま
す
。

◆
費
用　

５
０
０
円

※
材
料
代
別
途
１
千
円

※
い
た
だ
い
た
材
料
代
の
一
部
は

　

動
物
愛
護
の
関
係
機
関
施
設
に

　

寄
附
さ
れ
ま
す
。

◆
定
員　

40
人

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
勤
務
の
人

◆
申
込
締
切　

５
月
29
日（
水
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◆
そ
の
他

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
・
問
・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

季
節
ご
と
の
郷
土
料
理
を
学
び

ま
す
。
今
回
は
夏
の
郷
土
料
理
で

す
。

◆
日
時

　

６
月
20
日
（
木
曜
）
全
1
回

　

10
時
～
12
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
費
用　

５
０
０
円

※
材
料
代
別
途
５
０
０
円

◆
定
員　

20
人

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
勤
務
の
人

◆
申
込
締
切　

６
月
５
日（
水
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◆
そ
の
他

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
・
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

自
分
の
体
質
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
季
節
の
食
材
を
使
っ
て
養
生

し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時

　

６
月
22
日
（
土
曜
）、
９
月
14

日
（
土
曜
）

　

13
時
～
14
時
30
分

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
費
用　

参
加
料
５
０
０
円

※
材
料
代
別
途
各
１
千
円

◆
定
員　

10
人

◆
対
象

　

市
内
在
住
、
在
勤
で
初
め
て
の
人

◆
申
込
締
切　

６
月
14
日（
金
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

◆
そ
の
他

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
・
問

・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６

　

褒
め
る
実
践
を
し
て
い
く
と
、

プ
ラ
ス
の
引
き
寄
せ
が
ど
ん
ど
ん

起
き
出
し
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く

学
び
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時

　

７
月
23
日
（
火
曜
）

　

10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
費
用　

参
加
料
５
０
０
円

◆
定
員　

15
人

◆
対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
の
人

◆
申
込
締
切　

７
月
９
日（
火
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

◆
そ
の
他

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
・
問

・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６

　

今
年
も
フ
ッ
化
物
塗
布
、
歯
み

が
き
指
導
、
口
腔
が
ん
検
診
、
歯

科
検
診
を
し
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
15
日
（
土
曜
）

　

14
時
～ 

16
時

◆
場
所

　

え
び
の
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
え
び
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー
横
）

◆
内
容

　

歯
の
健
康
週
間
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
展
示
、
入
賞
者
表
彰

／
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
／
フ
ッ
化
物
塗
布
、
歯
み

が
き
指
導
／
歯
の
無
料
相
談
、
成

人
検
診
、
妊
婦
検
診
／
口
腔
が
ん

検
診
（
鹿
大
口
腔
外
科
よ
り
専
門

医
２
名
派
遣
）
／
栄
養
士
会
に
よ

る
指
導
／
宮
崎
歯
科
専
門
学
校
の

学
校
案
内
／
真
幸
小
学
校
に
よ
る

寸
劇
「
ハ
ミ
ガ
キ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

●
問
・
お
り
た
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

℡
23
‐
８
２
１
１

　

小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
を
し
て
い
る
人

の
心
身
の
ス
ト
レ
ス
緩
和
と
活
力

に
つ
な
げ
る
た
め
、「
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
」
の
吉
村
照
代
氏

を
招
い
て
相
談
会
お
よ
び
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
介
護
で
悩
み
の

あ
る
人
は
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

６
月
８
日
（
土
曜
）

　

13
時
30
分
～
15
時

◆
場
所

　

小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
八
幡
原
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

◆
内
容　

相
談
・
懇
談
会

◆
講
師

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

宮

崎
県
支
部
顧
問　

吉
村
照
代
氏

◆
参
加
費　

無
料

●
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

　

感
染
症
法
に
よ
り
、
65
歳
以
上

の
人
は
年
１
回
の
結
核
に
係
る
定

期
の
健
康
診
断
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

の
受
診
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
結
核
は
、「
過
去
の
病
気
」

で
は
な
く
、
現
在
も
集
団
感
染
し

や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、

肺
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
肺

疾
患
な
ど
も
発
見
の
可
能
性
が
あ

り
早
期
治
療
の
決
め
手
に
な
り
ま

す
の
で
、
対
象
の
人
は
必
ず
受
診

し
、
自
分
自
身
の
健
康
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

◆
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
（
令

和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に

な
る
人
も
含
む
）

※
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
人
は
当

　

該
事
業
主
や
施
設
長
な
ど
が
実

　

施
す
る
の
で
除
く

※
対
象
者
で
「
職
場
や
病
院
な
ど

　

で
毎
年
受
診
す
る
」
と
連
絡
を

　

し
た
人
に
は
受
診
票
を
送
付
し

　

て
い
ま
せ
ん
。
退
・
離
職
な
ど

　

で
以
前
と
状
況
が
変
わ
っ
た
人

　

は
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
問
合

　

せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
程

　

対
象
者
に
日
程
表
（
受
診
票
）

を
お
送
り
し
ま
す
。

●
問

・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　

県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、

父
ま
た
は
寡
婦
を
対
象
と
し
た
調

理
師
試
験
準
備
講
習
会
（
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
主
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

　

８
月
24
日
（
土
曜
）、31
日
（
土

曜
）　

９
時 

～ 

17
時

◆
場
所

　

宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
本

館
２
階
（
宮
崎
市
原
町
２
‐
22
）

◆
対
象

・
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、

　

父
、
寡
婦
で
調
理
実
務
経
験
が

　

２
年
以
上
あ
り
、
県
が
実
施
す

　

る
調
理
師
試
験
を
受
験
す
る
人

・
講
習
会
の
全
日
程
出
席
で
き
る
人

◆
費
用　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
受
講
生
負
担

　
（
テ
キ
ス
ト
は
県
内
の
保
健
所

　

で
購
入
く
だ
さ
い
）

◆
必
要
な
書
類

・
平
成
31
年
度
「
就
業
支
援
講
習

　

会
受
講
申
込
書
」

※
申
込
書
は
、
県
母
子
寡
婦
福
祉

　

連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
、

　

子
育
て
支
援
課
で
も
配
布
し
て

　

い
ま
す
。

・
調
理
師
試
験
受
験
願
書
の
写
し

　
（
受
領
印
の
あ
る
も
の
）

・
児
童
扶
養
手
当
証
書

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給

　

資
格
者
証
の
写
し

◆
申
込
方
法

　

郵
送
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

７
月
31
日（
水
曜
）

※
定
員
30
人
程
度

◆
応
募
先

　

宮
崎
市
原
町
２
‐
22

　

宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　

宮
崎
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

◆
そ
の
他

　

平
成
31
年
度
宮
崎
県
調
理
師
試

験
の
願
書
提
出
は
県
内
各
保
健
所

で
で
き
ま
す
。（
受
付
期
間
は
５

月
21
日
～
６
月
15
日
）

●
問

　

宮
崎
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

℡
０
９
８
５
‐
22
‐
４
６
９
６

　

保
健
福
祉
推
進
な
ど
を
目
的
と

し
た
地
域
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
に
、「
小
林
市
愛
の
ふ
る

さ
と
福
祉
基
金
」
か
ら
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
助
成
額
は
、
事

業
計
画
内
容
に
基
づ
き
運
用
委
員

会
で
協
議
し
、
予
算
の
範
囲
内
で

決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

・
社
会
福
祉
法
人

・
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
民
間
団
体

◆
申
請
方
法

　

申
請
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
書
配
布
先

　

申
請
書
類
は
、
福
祉
課
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

◆
申
込
締
切

　

６
月
28
日
（
金
曜
）
必
着

●
申
・
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　
「
貯
筋
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
運
動
の
普
及
啓
発
を
行
う
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
日
常
生
活
の

中
で
手
軽
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
え
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
簡
単
な
動
作
で
特
別
な
器
具

も
必
要
と
せ
ず
、
ど
こ
で
も
で
き

る
こ
と
が
特
徴
で
、
筋
力
が
つ
い

て
皮
下
脂
肪
が
減
る
な
ど
高
い
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

▼
小
林
会
場

　

６
月
８
日
（
土
曜
）

　

９
時
30
分
～
11
時
00
分

　

小
林
市
民
体
育
館

▼
野
尻
会
場

　

６
月
15
日
（
土
曜
）

　

10
時
～
11
時
30
分

　

野
尻
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー　

※
各
会
場
と
も
に
30
分
前
か
ら

　

受
付
開
始

◆
講
師　

萩
元 

博
子
氏

　
（
ス
マ
イ
ル
フ
ァ
イ
ン
企
画
）

◆
対
象　

小
林
市
民

◆
費
用　

無
料

◆
準
備
す
る
も
の

・
小
林
会
場
：
運
動
靴
、
動
き
や

　

す
い
服
装
、
水
分

・
野
尻
会
場
：
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

　

動
き
や
す
い
服
装
、
水
分

●
申
・
問　

・
長
寿
介
護
課　
　
　
　
　
　
　

　

℡
23
‐
１
１
４
０

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
44
‐
２
２
７
１

　

保
健
・
福
祉

家
族
介
護
者
の
集
い
に

来
て
お
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

結
核
の
定
期
健
康
診
断

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
実
施

調
理
師
試
験
準
備

講
習
会

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
大
会

地
域
保
健
福
祉
推
進　

事
業
の
実
施

須
木
生
涯
学
習
講
座

薬
膳
カ
フ
ェ

　
（
夏
・
秋
編
）
講
座

小
林
中
央
公
民
館
講
座

革
小
物
づ
く
り
講
座

小
林
中
央
公
民
館
講
座

郷
土
料
理
名
人
養
成
講
座

須
木
生
涯
学
習
講
座

語
学
（
ほ
め
達
！
）
講
座

第
30
回
「
歯
と
健
康
み

ん
な
の
集
い
」
え
び
の

大
会
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市
役
所
で
は
、
職
場
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
や
執
務
効
率
の
向

上
を
目
的
に
、｢

ク
ー
ル
ビ
ズ｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
執
務
中
、

業
務
に
支
障
の
な
い
職
員
に
つ
い

て
は
、
ネ
ク
タ
イ
や
上
着
な
ど
を

着
用
し
な
い
軽
装
に
取
り
組
み
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
期
間

　

10
月
31
日
（
木
曜
）
ま
で

●
問
・
生
活
環
境
課

　

℡
23
‐
８
１
２
２

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者

と
使
用
者
と
の
間
に
生
じ
た
職
場

の
ト
ラ
ブ
ル
（
パ
ワ
ハ
ラ
、
賃
金

未
払
、
解
雇
な
ど
）
の
労
働
相
談

を
、
秘
密
厳
守
・
無
料
で
応
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
日
程
で
日

曜
も
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

◆
受
付
日
時

▼
平
日　

８
時
30
分
～ 

19
時

▼
６
月
９
日
（
日
曜
）

　

９
時 

～ 

17
時

※
日
曜
相
談
は
事
前
連
絡
が
必
要

◆
対
象
者

　

県
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
労

働
者
及
び
使
用
者

◆
場
所

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁

３
号
館
６
階
）

◆
相
談
方
法

　

電
話
、
面
談
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（「
宮
崎
県
労

働
相
談
メ
ー
ル
送
信
フ
ォ
ー
ム
」

で
検
索
）

●
問
・
県
労
働
委
員
会
事
務
局

相
談
専
用
電
話
「
働
く
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

℡
０
９
８
５
‐
26
‐
７
５
３
８

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で

す
。
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査

時
点
は
６
月
１
日
で
す
。
調
査
票

へ
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象

　

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製

造
事
業
所

◆
そ
の
他　

　

調
査
の
対
象
と
な
る
製
造
業
の

事
業
所
に
は
、「
統
計
調
査
員
証
」

を
携
帯
し
た
調
査
員
が
訪
問
し
、

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

調
査
員
が
調
査
料
の
名
目
で
金
品

を
要
求
し
た
り
、
振
込
み
を
求
め

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
場
合
に
は

警
察
署
に
通
報
く
だ
さ
い
。

●
問
・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
０
４
５
６

　

次
の
日
程
で
、
第
61
回
水
道
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
い
つ
も
の
む　

い

つ
も
の
水
に　

日
々
感
謝
」で
す
。

今
後
も
「
安
全
で
お
い
し
い
水
」

を
「
安
定
し
て
お
届
け
」
す
る
た

め
、
引
き
続
き
水
道
料
金
の
お
支

払
い
や
、
工
事
な
ど
に
よ
る
断
水

に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
間

　

６
月
１
日
（
土
曜
）

　

～
６
月
７
日
（
金
曜
）

●
問
・
水
道
課

　

℡
23
‐
０
３
２
１

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１９年　5 月１5 日号

　

市
が
行
う
物
品
の
買
入
れ
（
食

料
品
を
含
む
）、
印
刷
、
修
繕
（
車

検
を
含
む
）、
賃
貸
借
、
不
用
品

の
売
払
い
な
ど
の
業
者
登
録
申
請

を
受
付
け
ま
す
。
市
と
の
取
引
を

希
望
す
る
業
者
は
、
必
ず
申
請
書

を
提
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　

６
月
３
日
（
月
曜
）

　
　

～
６
月
28
日
（
金
曜
）

◆
有
効
期
間

　

10
月
１
日

　
　

～
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で

◆
申
請
方
法

　

申
請
書
の
記
載
内
容
な
ど
を
説

明
で
き
る
人
が
持
参
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
請
書
の
取
得
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
申
請
書
提

出
先
で
も
配
布
し
ま
す
。

◆
申
請
書
提
出
先

・
財
政
課
契
約
管
理
グ
ル
ー
プ

　
（
水
道
課
２
階
）

・
地
域
振
興
課

　
（
須
木
庁
舎
・
野
尻
庁
舎
）

◆
そ
の
他

　

受
付
期
間
終
了
後
の
随
時
申
請

は
、
財
政
課
契
約
管
理
グ
ル
ー
プ

で
受
付
け
ま
す
。
な
お
、
随
時
申

請
分
の
有
効
期
間
は
、
資
格
審
査

の
都
合
上
10
月
１
日
以
降
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
財
政
課
契
約
管
理
グ
ル
ー
プ

　

℡
23
‐
８
１
２
４

　

市
か
ら
発
送
す
る
文
書
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
原
則
と
し
て
元

号
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

新
天
皇
の
即
位
に
伴
う
「
元
号

を
改
め
る
政
令
」の
施
行
に
よ
り
、

５
月
１
日
か
ら
元
号
が
「
令
和
」

と
な
る
た
め
、
市
か
ら
発
送
す
る

文
書
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て

「
令
和
」
を
用
い
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
事
務
処
理
の

関
係
上
、
５
月
１
日
以
降
の
年
月

日
、
お
よ
び
年
度
が
「
平
成
」
の

元
号
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
る

も
の
も
法
律
上
の
効
果
が
変
わ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
か
ら
発
送
す
る
文
書
で
、
５

月
１
日
以
降
の
年
月
日
お
よ
び
年

度
に
「
平
成
」
と
表
記
さ
れ
て
い

る
部
分
に
つ
い
て
は
、「
令
和
」

に
読
み
替
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
読
替
え
の
例

・
平
成
31
年
度 

→ 

令
和
元
年
度

・
平
成
31
年
５
月
28
日

　
　
　

→ 

令
和
元
年
５
月
28
日

・
平
成
32
年
１
月
１
日

　
　
　

→ 

令
和
２
年
１
月
１
日

●
問

・
総
務
課

　

℡
23
‐
０
２
２
０

　

こ
れ
か
ら
の
さ
と
い
も
疫
病
対

策
は
、
疫
病
発
生
を
遅
ら
せ
、
病

気
の
拡
大
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
の
で
、
薬
剤
散
布
を
定
期

的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
発
病
前
か
ら
の
定
期
的
な
防
除

　

発
病
前
に
「
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水

和
剤
」
を
定
期
散
布
し
、
疫
病
の

発
生
を
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
治
療
剤
の
効
果
的
な
使
用

　

治
療
効
果
の
あ
る
「
ア
ミ
ス

タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
」
を
効
果
的

に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
の

さ
と
い
も
で
の
登
録
内
容
】

・
作
物
名　

さ
と
い
も

・
適
用
病
害
虫
名　

疫
病

・
希
釈
倍
数　

２
千
倍

・
使
用
液
量　

１
０
０
～
３
０
０

　

Ｌ
／
10
ａ

・
使
用
期
間　

収
獲
14
日
前
ま
で

・
本
剤
の
使
用
回
数　

３
回
以
内

・
使
用
方
法　

散
布

※
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
最

　

新
の
登
録
内
容
を
確
認
し
て
か

　

ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
展
着
剤
の
使
用

　

防
除
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、

展
着
剤
を
加
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
肥
料
切
れ
に
注
意

　

肥
料
切
れ
は
発
病
を
助
長
し
ま

す
。
生
育
を
見
な
が
ら
、
適
宜
、

追
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
発
生
源
を
な
く
す

　

く
ず
芋
捨
て
場
で
出
た
芽
は
、

除
草
剤
の
散
布
や
古
ビ
ニ
ル
被
覆

な
ど
で
枯
ら
し
、
病
気
の
発
生
源

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
防
除
通
路
を
決
め
る

　

防
除
作
業
で
入
る
通
路
を
決

め
、
作
業
に
よ
る
病
害
の
拡
大
を

抑
え
ま
し
ょ
う
。

●
問

・
Ｊ
Ａ
こ
ば
や
し
園
芸
課

　

℡
23
‐
１
３
１
８

・
西
諸
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー

　

℡
23
‐
５
１
０
５

２０１9 年　５　月１５日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ

お茶どうぞ八
は ち の へ な ま り

戸訛り春ウオーク（小林合歓
の会　中園直子）／一年生一人ぼっちで入
学す（小林合歓の会　清水勝）／ムスカリ
や薄茶いただく静

の ど か

寂かな（小林合歓の会　
海蔵由喜子）／天気ほめ弁当ほめて花見か
な（小林合歓の会　青山スミ子）／スーパー
ムーンお近づきにて乾称す（小林合歓の会
　入佐典子）／ふきみその苦きほろほろ母
の味（小林合歓の会　尾辻和子）／病床に
抱けぬ淋しさ初曽孫清らな瞳只々愛らし

（永友チエ）／孫四人平成生れの青年等な
べて食欲全開なりき（三國キミ子）／蒼

そ う す い

翠
の清流よどみ山

1 0 セ ン チ

女釣り魚
東 京 つ き じ 市 場

河岸の岩
い わ な 2 5 セ ン チ サ ケ

魚山女の
味賞味（上久保年治）／童

わ ら べ ゆ め

夢霜柱蹴
け

り学
ま な び や

舎
へ（長友正臣）／わが短歌インターネット
の五十首に詠みたる日びを想ひ起せり（坂
上正子）

心の花びら

短歌・俳句を掲載希望の方は、
地方創生課（小林市細野 300 番地）まで

火災・救急発生状況
種別

± 0建物 0 2

　± 0林野 0 1

　－ 1車両 0 0

　－２その他 0 0

救急 170 502 － 3

昨年累計３月
交通事故発生状況

人身

物損

死者

負傷者

全国死者

２３ ６０

９７ ２６１

０ 1

2 ９ ７１

７３６ （昨年同月比　－ 109）

－３

－７

＋４

± 0

種別 昨年累計３月

人口
男

女

４4，094 人
20，403 人

２3，691 人

（－ 70、＋ 45）

（－ 375、－ 536）
（－ 193、－ 228）

（－ 182、－ 308）

人のうごき（小林市の人口）

平成 31 年４月１日現在現住人口　　　　　　　　　（前月比、前年同月比）
現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の転入・転出、
出生・死亡などを増減して算出する人口。
※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映しています

２
０
１
９
年
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

世帯数 １９，５６４世帯

改
元
に
伴
う
文
書
の
取

扱
い
に
つ
い
て

案　

内

ク
ー
ル
ビ
ズ
に
つ
い
て

働
く
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
！

労
働
相
談
の
日
！

水
道
週
間
の
実
施

そ　

の　

他

令
和
元
年
～
令
和
４
年
度　

競
争
入
札
参
加
資
格
申

請
（
物
品
売
買
な
ど
）

さ
と
い
も
の
疫
病
対
策

  

　めろめろメロンや太陽のタマゴ
をお手頃価格で販売する第８回メ
ロンマンゴーフェアを開催します。
● 日 時 = ５ 月 25 日（ 土 曜 ）8 時
30 分～ 15 時（完売次第終了）●
場所＝のじりこぴあ●その他＝宅配
コーナーを設置します。運搬用の台
車は各自持参ください●問＝野尻庁
舎地域整備課（℡ 44‐1100）

メロン・マンゴーフェア
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　リサイクル日程　

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

区・組 （曜日）

区
5
月

6
月

水流迫、東方 1・2 7 4
真方１・２・３ 8 3

南西２・３、通り町 9 5
南西１の西、南西４

本町、新生町
9 6

南西１の東、
種子田

10 10

北西１・３、緑町 13 7
北西２、坂元 14 11

西町１・２・３
南島田

16 13

仲町、永田町、
後川内

15 12

細野２・３、
南真方

23 20

細野１、南真方西 24 21
南真方東、

上町、上町西
28 25

上町中、上町東、
上町北

29 26

西堤、南堤 30 27
北堤 31 28

野尻地区
（第 3 日曜）

19 16

須木地区
（第４日曜）

26 23

　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

赤ちゃん健康診査 6 月 6 日（木） 受付
12：45 ～ 13：15

1 歳 6 ケ月児健康診査
5 月 16 日（木） 受付

12：45 ～ 13：156 月 13 日（木）

3 歳児健康診査
5 月 17 日（金） 受付

12：30 ～ 13：156 月 14 日（金）

キッズフロア ６月５日（水） 受付
9：30 ～ 11：00

もぐもぐクッキング 5 月 22 日（水）

離乳初期（受付）・要予約
13：15 ～ 13：30

離乳中後期（受付）・要予約
14：30 ～ 14：45

1st バースデイ
健康相談

6 月 5 日（水） 受付・要予約
13：10 ～ 13：30

パパママ教室
5 月 20 日（月） 受付・要予約

９：10 ～９：255 月 25 日（土）

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 5 月 6 月
野尻町保健福祉センター 28 日（火） 4 日（火）、11 日（火）

●けんしん相談会　健康おうえん教室
健診を受診した人が対象の健康相談。健診結果を持っている人は当日持参ください。

月　　日 会　場 申し込み先

5 月 29 日（水） 小林市保健センター 完全予約制
23‐0323

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　
月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

5

19 日
小林保養院 22-2836

よしむら循環器内科クリニック 27-3339

26 日
池田病院 23-3535

二口子供医院 22-5885

6

2 日
たなか循環器内科クリニック 23-1115

野尻中央病院 44-1141

9 日
上田内科 23-3377

立山整形外科医院 22-1717

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください。

●健康相談

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

6
6 木 まちかど健康相談 コープみやざき小林店

13：30 ～ 15：30
13 木 まちかど健康相談 小林市役所

今月の　これは何ごみ？

「緩衝材（プラ製）」
（答えは左のページ）

くらし　５月１５日～６月１５日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

５
21 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

10：00 ～ 15：00
28 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

６

4 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

10：00 ～ 15：006 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

11 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考
休日納付・納税相談窓口 5 月 19 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談 ※要予約 ５月 16 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 15：00 予約 : 都城年金事務所

都城年金事務所　℡ 0986-23-2571

　こころの電話相談　
ひとりで悩まないで！どんなことでもお話しください。
毎週月曜日　20：00 ～ 22：00
●問：NPO 法人こばやしハートム 27-1850電話番号は

●障がい者相談員による定期相談会　 福祉課　℡ 23-0111

月　　日 会　場 時　間

5 月 22 日（水） 八幡原市民総合センター 13：00 ～ 16：00

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局

時間　8：30 ～ 17：15

受付開始日　6 月 10 日（月）

受付締切日　6 月 14 日（金）

　これは何ごみ？答え　
　プラ製の緩衝材、いわゆる
プチプチは、プラスチック製
容器包装で出してください。

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
5 月 23 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00
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　税・保険料の納付期限
※納期限は 5 月 31日（金）です。

軽自動車税

　その他のイベント

「二原遺跡公園公開日」
　5 月 19 日（日）
　９：30 ～ 11：30
[ 場 ] 二原遺跡公園



【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325　●小林市立病院：℡ 23‐4711
　　  ●長寿介護課：℡ 23-1140　●市社会福祉協議会：℡ 23-3466 

知恵袋
元気の

愛 煙家にとって気になるのが、
たばこによる健康への影響で

はないでしょうか？健康こばやし
21（第二次）中間評価によると、市
の喫煙者の割合は平成 24 年から平
成 29 年にかけて 1.2 ㌫増加してい
ます。喫煙は、がんをはじめ循環器
疾患や COPD（慢性閉そく性肺疾患）
など呼吸器疾患の原因となるだけで
なく、妊娠や出産にも悪影響を及ぼ
します。また、たばこの健康への影
響は喫煙者本人にとどまらず、他人
のたばこの煙を吸ってしまう受動喫
煙による健康への悪影響も指摘され
ています。WHO（世界保健機関）
は、毎年５月 31 日を「世界禁煙デー」
と定め、日本でも世界禁煙デーが始
まる５月 31 日から６月６日を「禁
煙週間」として、禁煙や受動喫煙防

止の普及啓発が行われています。ま
た、望まない受動喫煙の防止を図る
ため、平成 30 年 7 月 25 日に健康増
進法の一部を改正する法律が成立し
ました。これに伴い、今年７月から
学校・病院・児童福祉施設・行政機
関などが原則敷地内、来年４月から
それ以外の施設などが原則屋内禁煙
になります。たばこが止められない
のは意思が弱いからではなく、ニコ
チンの強い依存性が原因です。禁煙
に遅すぎることはありません。最近
では、禁煙外来を設けた医療機関も
増え、専門的なアドバイスを受けな
がら治療できるようになりました。
愛煙家のみなさん、「禁煙週間」を
きっかけに自分の健康や家族・友人・
周りの大切な人のために、禁煙につ
いて考えてみませんか。

禁
煙
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

１日 350 ㌘の野菜摂取で

ベジ活！

　フレイルとは、主に年齢を重ね
ることで生じやすい衰え全般のこ
とで、健康な状態から介護が必要
になる途中段階のことをいいます。

「歳だからお腹も空かないし、食べ
る量も減った」とよく聞きますが、
この「歳だから」がフレイルを進
行させてしまいます。高齢者は食
事の回数が減ったり、内容が偏っ

たりして一日に必要な栄養が不足
しがちです。そこで「高齢だから」
こそしっかり食べることを意識し
ましょう。散歩や体操で筋力をつ
けるためには、栄養を摂取する必
要があります。肉や魚など筋力の
素であるたんぱく質やご飯、油も
のなどエネルギー源を摂取してフ
レイルを予防しましょう。

「フレイル」
ご存知ですか？

やっぱい

元気がよか！

介護予防・福祉 健　　康

健
康
推
進
課 

主
幹

川か
わ
は
ら原 

真ま

さ

こ
砂
子 

さ
ん

　みなさん「ベジ活」という言葉を
知っていますか？ベジ活とは、野菜
を積極的に食べる活動のことです。
宮崎県民の一日の野菜摂取量は、目
標の 350 ㌘に約 100 ㌘不足していま
す。野菜を食べることで、食べすぎ
を防いだり体の調子を整えたり元気
なバナナうんちが出るようになった
りと、体にとっていいことがたくさ
んあります。目標を達成するために
は、毎食小鉢で野菜を 2 皿食べるこ
とを意識してみましょう。
　ベジ活推進のため、このコーナー
ではベジ活に関する情報を掲載して
いきます。野菜を摂取するためのコ
ツや、野菜を使ったレシピも紹介し
ます。みなさんのアイデアやレシピ
もぜひ教えてください。また、市内

にはベジ活を推進している飲食店や
弁当店（ベジ活応援店）があります。
ポスターやのぼり旗が目印ですので
参考にしてみてください。ベジ活応
援店も紹介していく予定です。ひと
りひとりの健康のため、みんなでベ
ジ活しましょう。ベジ活推進で市民
の健康づくりを応援します！

加齢

自立

健康 介護が必要

多くの高齢者が中間的な段階（フ
レイル）を経て徐々に介護が必要
な状態になります。

虚弱状態
（フレイル）

市
立
病
院 

臨
床
栄
養
室

野の
ぐ
ち口 

理り

み

こ
美
子 

室
長
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　老後をいきいきと暮らすことの
できる地域づくりを目指すために、
平成６年に全国社会福祉協議会が
提唱した「ふれあい・いきいきサ
ロン」。公民館や自宅などの地域の
身近な場所で、楽しく無理なく住
民主体で運営する集いの場として、
市内に約１００団体が活動中です。
内容や開催頻度はさまざま。お茶
会や軽体操、月に１回程度の買い

物など、各地区で特色ある活動が行
われています。活動内容は会員のみ
なさんで話し合って決めます。１つ
のルールとして会費の徴収（１回
１００円程度）が必要です。
　また、小林市や社会福祉協議会、
共同募金からの助成金の支援や、幅
広く柔軟に活動ができるよう各種レ
クリエーション道具、マイク・スピー
カーや椅子などの物品貸出も無料で
行っています。
　サロンは行くだけでも介護予防に
なると言われています。また、顔見
知りを増やすことで、悩みごとや地
域の課題も解決できることもありま
す。是非一度近所のサロンをのぞい
てみてください。
　立ち上げ支援もいたしますので、
気軽に市社会福祉協議会へ問合せく
ださい。

「ふれあい・
いきいきサロン」

気軽に立ち寄り介護予防

福祉情報をお届けします

社協タイムズ
「ベジ活」で
体にいいこと
始めませんか？



■学校教育課 ℡ 23-0424　　■社会教育課 ℡ 22-7912　■スポーツ振興課 ℡ 22-7911
■市立図書館℡ 22‐7913　■北きりしまコスモドーム℡ 27‐2468

３月から４月にかけて、企業
や団体から市教育委員会

に多くの寄贈がありました。３月
28 日、西諸地区生コンクリート
事業協同組合（外

そとむら

村公
きみあき

明副理事長）
から新小学１年生に防犯ブザーを
360 個。４月４日、西諸小林地区
危険物安全協会（兒

こ だ ま

玉龍
りゅうのすけ

之介会長）
から新小学１年生にクリアファイ
ル 365 枚。４月５日、小林地区交
通安全協会（溝

みぞぐち

口誠
せ い じ

二会長）か
ら新中学１年生に反射タスキ 440
本と新小学１年生に下敷き 385
枚、同日、小林ライオンズクラブ
（小

こ ぼ り

堀貴
た か し

志副会長）から新中学１
年生に自転車用のワイヤーロック
錠 468 個が寄贈されました。

EDUCATION
教育４つの団体から多くの寄贈がありました

１西諸地区生コンクリート事業協同組合の外村公明副理事長（右から２人目）２西諸小林地区危険物安全
協会の兒玉龍之介会長３小林地区交通安全協会の溝口誠二会長４小林ライオンズクラブの小堀貴志副会長

BOOKS
図書

おおぐま座

　北の空に高く昇った北斗七星から白い線でつ
ないだ星をたどります。不思議なことに○で囲
んだ３か所の星のペアが足先や爪に見えて熊ら
しくなります。【お知らせ】観望会は毎週土・日
曜の 20 時～、21 時～。星空の夕べは 25 日 ( 土
曜 )。休館は毎週火曜。

５月２５日２０時３０分の北天

STARRY
SKY

星空天空の羅針盤

　『平成』が終わり、『令和』となりました。
日本で最初の元号『大化』（西暦 645 年）
から数えて 248 番目の元号となります。西
暦ではなく和暦としての元号は、「大化の改
新」や「享保の改革」、「明治維新」などのよ
うに日本の歴史を知るうえでその時代を象徴
し意義深く、そして便利なものと言えます。
　『明治』からは天皇が即位するときに、新
しい元号に変えるようになりましたが、それ
以前は、地震や火災、天災など良くないこと
が起こった時や珍しいことが起こった時など
いろいろな理由で元号が変わっていました。
そのため、元号は数が多く、その時々の日本
の歴史と密接につながっているとも言えま
す。
　次回から小林に残る元号を文化財とともに
紹介します。ご期待ください。

『元号とは』
ふるさとに残る元号①

文化の足跡 HISTORY
歴史

図書館・歴史・星空 教育委員会

～児童書～

『おいしいおと』
ぶん：三宮 麻由子

え：ふくしま あきえ
発行：福音館書店

～児童書～

『ぽぽんぴ　ぽんぽん』
文：松竹　いね子

絵：ささめや　ゆき
発行：福音館書店

今月のおすすめ図書

私
の
お
す
す
め
！

『タイタニック号の悲劇』

著者：メアリー・

ポープ・オズボーン

訳者：食野　雅子

発行：ＫＡＤＯＫＡＷＡ

読んだ感想

　タイタニックがどのよ

うに沈んだかという状況

がよくわかります。
幸ヶ丘小３年
冨
とみみつ

満 雄
ゆ う や

也さん

市内には、須木と野尻
に分館があります。須木分
館では、自然に囲まれた館
内で、静かな読書の時間を
過ごすことができます。
●問・須木分館
　　　℡ 48‐2954

おいでよ！須木分館

～一般書籍～

『雨にも負けず
小説 IT ベンチャー』

著者：高杉　良
発行：ＫＡＤＯＫＡＷＡ

～一般書籍～

『手作りウッディハウス小屋
を作る本　2019-2020』

発行：学研プラス

幸ヶ丘小３年
冨
とみみつ

満 雄
ゆ う や

也さん

１

２

３

４
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SCHOOL
学校市内 21 校の小中学校のうち新しく赴任した

新校長先生を紹介します
小学校 中学校

西小林中学校
杉
すぎやま

山 茂
しげる

 校長

三松中学校
倉
くらかけ

掛 高
た か し

志 校長

永久津中学校
廣
ひろかわ

川 英
え い じ

治 校長

野尻中学校
日
ひ だ か

髙 弘
ひろゆき

之 校長

細野小学校
衛
え と う

藤 慎
し ん じ

二 校長

須木小学校
今
いまふじ

藤 誠
せいいち

一 校長

三松小学校
髙
た か む れ

牟礼 勝
かつひろ

宏 校長



『メロンばなし』

　フランスではＳ
エ ス エ ヌ セ エ フ

ＮＣＦとい
う国有鉄道が一般的です。フラ
ンス人は移動するときに電車
を好む人が多いのに、評判が
とても悪いです。主に、電車
が常に遅延しているというこ

とに特にいらだつ人が少なくないです。そもそ
も、フランスと日本の「遅れ」の定義が違います。
日本の新幹線だったら、1 秒以上の遅刻はすで
に遅れですが、フランスでは５分以内だったら
遅れではないということです。ＳＮＣＦによる
と、月に遅刻したＴＧＶ（新幹線）は約 17 ㌫で
すが、日本では 0.3 ㌫です。つまり、フランスの
電車に乗れば、特に乗り換えがある場合は、30
分ぐらいの遅れを見込むのがいいと思います。

T
チ ュ ー

chou-t
チ ュ ー

chou !

　こんにちは！外国語指導助手（ALT）のサガー
ル・シラジュルです。小林に来て 2 年目になります。
今年の春、細野の桜まつりへ行ってきました。
　桜の美しさ
に大変驚きま
し た。1000
本の桜並木が
通り沿いに咲
いており、ま
るで桜のトン
ネルのようで
した。夜には、
花火が上がり
桜を照らして
いるようでし
た。

ALT の『英語コラム』

桜祭り ～サガール先生～

防災マップで地域の災害
リスクを確認しよう！

　災害の被害を軽減するには、「自助・
共助・公助」の組み合わせが重要です。
その中でも災害対策は基本の「自助」。

「自分の命は自分で守る」という備え
が必要であり、自分が無事でなければ
共助にもつながりません。自助で考え
られることは、住宅の耐震補強や家具
の固定、家庭内の備蓄、非常持ち出し
品の準備、家族の連絡方法の確認など
です。そして、自助の中でも重要とな
るのが自分の住む地域の災害リスクの
確認です。今月の広報紙と一緒に、最
新の総合防災マップ（ハザードマップ）
を全戸に配布しました。地域の災害リ
スクや避難所、避難経路などを確認し
て家族や地域で共有しましょう。　
●問・危機管理課　℡ 23‐1175

　平成 31 年１月から中学校卒業まで
の医療費助成を始めました。また、今
回の改元に伴い、小学生以下を対象に
医療費受給資格証の改正を行います。
現在利用している資格証の有効期間
は、小学校卒業までです。新しい資格
証を６月に郵送しますので、手元に資
格証が届いたら、現在使用している資
格証と差し替えてください（その際、
古い資格証は破棄して構いません）。
なお、中学生の資格証は、そのまま中
学校卒業まで利用できます。新元号表
記の資格証発行を希望する場合は、子
育て支援課で対応しますのでお越しく
ださい。
●問・子育て支援課　℡ 23‐1278

小学生以下に新しい
「 子 ど も 医 療 費 受 給 資 格 証 」

を発送します

安心安全情報安心安全情報 みんなで学ぶみんなで学ぶ子育て広場子育て広場
こばやしＴopics

トピックス

和牛・乳牛 98 頭が出場
小林市総合畜産共進会
　４月 12 日、第 14 回小林市総
合畜産共進会が小林地域家畜市
場で行われました。和牛３部門
に 80 頭、乳牛４部門に 18 頭が
出場。和牛は脇

わ き や し き

屋敷まさ子
こ

さん、
乳牛は高

こ う さ

佐政
ま さ あ き

昭さんがグランド
チャンピオンを獲得しました。

【以下結果・順位順（敬称略）】
■ 和 牛 の 部 ▽ 雌 子 牛 ＝ 前

ま え た に

谷
光
み つ の り

則、山
や ま だ

田真
し ん じ

司、八
は え お

重尾あさ

子
こ

、 今
い ま む ら

村 鉄
て つ お

男、 八
は え お

重 尾 光
み つ お

夫
▽育成 1 類＝脇屋敷まさ子、
立
た て や ま

山健
け ん じ

二、下
し も む ら

村美
よ し て る

輝▽育成２
類＝中

な か べ っ ぷ

別府完
か ん じ

爾、下村美輝、
谷
た に の き

之木秀
ひ で ゆ き

幸■乳牛の部▽乳牛
1 類＝轟

と ど ろ き

木和
か ず ひ ろ

広、熊
く ま の さ こ

ノ迫哲
て つ や

也、
高 佐 政 昭 ▽ 乳 牛 ２ 類 ＝ 谷

た に ぐ ち

口
俊
と し ふ み

文、中
な か む ら

村大
だ い き

輝▽乳牛３類＝
谷口俊文▽乳牛４類＝高佐政
昭、鸙

ひ ば り の

野裕
ゆ う じ

二、谷口俊文■種

牛団体▽和牛の部＝野尻町畜
産振興会■枝肉共励会▽肉牛
の部（48 頭出品）＝㈱石川畜
産■環境衛生共励会▽養鶏の
部＝瀬

せ と や ま

戸山智
さ と し

史▽養豚の部＝
行
ぎょうとく

徳喜
き い ち

一■乳質改善共励会▽
乳牛の部＝黒

く ろ き

木英
ひ で の り

教■功労者
表彰＝上

う え た に

谷郁
い く お

夫、中
な か や ま

山一
か ず の ぶ

信、
東
ひがし

キサ子
こ

、永
な が の

野宗
そ う い ち

市、栗
く り や

屋 弘
ひろし

Photo１和牛のグランドチャンピオン脇屋敷さんとももこ号。
２乳牛の各部門で優等１席を獲得した受賞者と関係者ら。

２
１

同コンテストはフマキラー㈱が主催し、今回で 15 回目の開催。井手口
さんは絵画部門で、海野さんは作文部門でそれぞれ受賞しました

全国１万点以上の応募の中から
大賞に次ぐフマキッズ賞を受賞
　３月 22 日、南小２年の井

い で ぐ ち

手口妃
ひ よ り

由さんと野尻
小４年の海

う み の

野蒼
そ う す け

裕さんが「虫や植物とふれあう
コンテスト」で、受賞したことを市長に報告し
ました。井手口さんは、虹色のダンゴムシを自
由な表現力と発想力で描いたこと、海野さんは
タマムシとの出会いを通しての行動と、その考
え方をつづったことが評価され受賞しました。

同協定の締結で、災害時のし尿などの収集運搬に必要な車両の提供や人
員の確保、仮設トイレの設置などが迅速に対応できるようになります

災害時の迅速な対応が可能に
し尿等の収集運搬に関する協定締結
　３月 22 日、市は県環境保全事業連合会と災
害時におけるし尿等の収集運搬に関する協定を
締結しました。災害が発生するなどした場合
に、相互に協力してし尿などの収集運搬を迅速
に行えるようにすることが目的。締結式で同会
の岩

い わ も と

本晋
し ん じ

時会長は「災害時は助け合いの精神で、
迅速な収集運搬に努めたい」と話していました。

23 KOBAYASHI 2019.5 22



Ｔopicsこばやし
トピックス

まちのわだいこばやしＴopics
トピックス

励まし合いながら学業に取り組みたい
　４月 10 日、西諸医
師会立小林准看護学
校の入学式が行われ、
９人の新入学生が看
護の道への志を立て
ました。新入学生を代表して長

な が の

野舞
ま い

さんは「学
校規則を守り、仲間とともに励まし合いながら
学業や実習に取り組みます」と宣誓しました。

避難所へ畳が供給されることで、被災者の負担軽減や避難所機能の強化
など災害時の支援体制の充実が図られます

災害時に必要不可欠な畳
協定締結で被災地への供給可能に
　３月 22 日、市は県畳工業組合小林支部と災害
時における畳の供給に関する協定を締結しまし
た。災害が発生するなどしたときに、畳を被災
地へ供給できるようにすることが目的。締結式
で同支部の小

こ ぞ の

園和
か ず あ き

明支部長は「災害時に私たち
ができることを模索して締結した。今後の仕事
も身が引き締まる思いです」と話していました。 同会と市が協定を締結するのは県内で６番目。今後の市の防災・減災向

上と、災害時の公衆衛生の確保に努めます

災害時の円滑な対応が可能に
廃棄物の処理に関する協定締結
　３月 22 日、市は県産業廃棄物協会と災害時
における廃棄物の処理等に関する協定を締結し
ました。災害が発生するなどした場合に、相互
に協力して産業廃棄物の収集運搬を円滑に行え
るようにすることが目的。締結式で同会の田

た む ら

村
努
つとむ

会長は「専門知識を活用して、迅速に最大
限に取り組みたい」と話していました。

１年を待たずに来店者数１万人達成
　 ４ 月 13 日、 駅 南
に あ る「K

こ こ や

okoya d
っ ど

e 
k

こ ば や し

obayashi」が、オー
プン１年を前に来店
者１万人を達成しま
した。来店者の岩本さん夫婦（宮崎市）は、「と
てもいい記念になりました。ディナーのときは
宿泊も検討します」と話していました。

都道府県対抗ジュニアバスケに出場
　３月 25 日、小林中
２年の石

い し か わ

川慎
し ん の す け

之助さん
が、都道府県対抗ジュ
ニアバスケットボール
大会に選抜メンバーと
して出場することを市長に報告しました。石川
さんは、「今まで練習した自分の力を十分発揮
できるようがんばります」と話していました。

西諸一体で医療・介護の連携推進
　３月 25 日、第７回
西諸地域在宅医療介
護連携推進協議会が
開催されました。昨
年度の活動実績報告
や今年度の事業計画を協議。医療と介護の連携
推進を、西諸地域がひとつになって進めていく
ことを確認しました。

宣誓する東原さん。今年度は 502 人が消防団に在籍し、地域の消防防災
のリーダーとして市民の安心と安全を守るという重要な役割を担います

市民の生命と財産を守る
小林市消防団入退団式を開催
　４月６日、平成 31 年度小林市消防団入退団
式が須木総合ふるさとセンターで開催されま
した。45 人が退団し、新たに 20 人が入団。入
団者を代表して第 10 分団第５部（野尻地区）
東
ひがしばる

原治
は る き

希さんは「住民の生命、身体、財産を保
護し、郷土愛護の精神に基づき使命達 成に努
めます」と宣誓しました。

指定期間は４月１日から２年間。地域住民やボランティア団体などが活
動することで、他の地域への波及効果が期待されます

安全で安心なまちを目指し紙屋小
校区社協をモデル地区に指定
　４月５日、紙屋小校区社協（杉

す ぎ た

田藤
ふ じ こ

子会長）が
地域の安全・安心活動推進モデル地区に指定され
ました。県防犯協会連合会などがモデル地区を指
定し、事件や事故のない「安全で安心なまち」を
推進することが目的。同会の杉田会長は「紙屋
小校区は小さいながらにまとまりがいい。安全安
心のまちづくりに貢献したい」と話していました。 左から古川さん、緒方さん。式では、第32代コスモスレディ森

もりなが

永恵
え り

里さん、
村
むらかわ

川舞
ま い こ

衣子さんから古川さん、緒方さんへとタスキが引き継がれました

古
ふ る か わ

川智
と も み

美さん、緒
お が た

方綾
あ や か

香さんが
第 33 代コスモスレディに着任
　３月 30 日、コスモスレディの退任式と選任
式がまきばの桜まつりのイベント会場で行われ
ました。第 33 代コスモスレディとして古川智
美さんと緒方綾香さんが着任。古川さんは「小
林の素敵な場所や魅力を多くの人に伝えていき
たい」、緒方さんは「大好きな小林を積極的に
PR していきます」と意気込みを話しました。

同校は、西諸地域の看護師不足解消のため平成 27 年に開校。今年も
24 人が西諸地域の医療機関へ就職しました

小林看護医療専門学校が連続で
国家試験合格率 100 ㌫達成
　３月に卒業した小林看護医療専門学校２期生

（看護学科 34 人）が、看護師国家試験で合格率
100 ㌫を達成しました。全員合格は、前年度に
引き続きの快挙です。今年度は５期生（43 人）
が入学して新たにスタート。今後も、地域医療
を担う人材になれるよう、在校生や教職員一丸
となって全員合格を目指します。
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画：友安よーいち
第 60 話「こいのぼり」

花
よ
り
団
子
…

気
持
ち

よ
さ
そ
う
だ

モ
～
♪

こ
い
の
ぼ
り
に

乗
っ
て

み
た
モ
～
♪

平成 29 年 4 月 28 日生

沢山食べて沢山遊んで元気に
大きく育ってね。妹と仲良く
してみんなを笑顔にしてね。
父：翔　母：ひかる

高
こ う つ さ

津佐 暖
ひなた

 くん

南部九州総体2019の
競技別ポスターに選ばれた
小林高校２年

下
し も ば ば

馬場 玲
れ い な

菜
絵はその人の感情や雰囲気、個性を
感じられるので観ていて飽きません

さん

わけもん小林の

　７月から開催される南部九州総
体 2019 のバレーボール競技のポ
スターに選ばれた下馬場玲奈さ
ん、16 歳。
　「スパイクを打つときが夢に向
かっているように感じられるの

で、躍動的でスピード感のあるバ
レー選手を描きました」。
　兄の影響で小さい頃から絵を
描いていた下馬場さんは、高校
入学と同時に美術部に入部。
　「写真と違って、絵は描いた人
の感情や雰囲気が伝わってきま
す。絵自体にも個性を感じるので
観ていて飽きません」。
　将来は、警察官になりたいと話
す下馬場さん。
　「被害者から安心して相談され
るような警察官を目指します」と
下馬場さんは未来図を描きます。

「背景を描く部分が苦労し
た」という下馬場さんが描
いたポスター

　

１
月
20
日
、
第
２
回
「
み
ま
つ

食
堂
」
を
ひ
な
も
り
園
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
と
き
わ
会
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
収
穫

体
験
も
行
い
ま
し
た
。
中
に
は
、

土
に
生
え
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
初

め
て
見
る
子
ど
も
達
も
多
く
、
お

母
様
方
か
ら
は
「
普
段
は
食
べ
な

い
の
に
、
体
験
の
お
か
げ
で
食
べ

て
く
れ
ま
し
た
。」
と
喜
び
の
声

も
。
ま
た
、
活
動
を
知
っ
た
地
域

住
民
の
方
か
ら
、
野
菜
の
寄
付
を

い
た
だ
き
、
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
47
人
の
お
客
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
大
盛
況
に
終
わ
り
ま

し
た
。
次
回
は
、
５
月
19
日
に
開

催
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

たくさんの子ども達で賑わったみまつ食堂。
次回の開催は５月 19 日です

第２回「みまつ食堂」大成功！

このコーナーでは、市内７地区で設立された
「きずな協働体」の活動やイベント情報を紹介します！

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

１
月
23
日
、
２
月
５
日
、
２
月
27

日
の
３
回
に
分
け
て
東
方
研
修
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

は
、
み
や
ざ
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
協
働
支

援
セ
ン
タ
ー
長
の
壹
岐
公
春
先

生
。
東
方
校
区
の
方
が
幸
せ
に
暮

ら
し
続
け
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
と
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
た

ら
実
現
（
支
援
）
で
き
る
か
を
ざ

っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
、
東
方
地
域
の

自
然
の
良
さ
や
歴
史
・
伝
統
、
食

べ
物
の
自
慢
な
ど
を
た
く
さ
ん
聞

く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
出
た
意
見
は
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
今
後
の
取
り
組
み
に

生
か
し
た
い
で
す
。

東方まちづくりワークショップを開催しました

きずな協働体通信

それぞれのグループでまとめた意見などを、
最後にみんなの前で発表しました

「南校区避難所運営訓練」を開催！

２
月
10
日
に
「
南
校
区
避
難
所

運
営
訓
練
」
を
南
地
区
体
育
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
肌
寒
い
中
で
し

た
が
、
各
地
区
の
区
長
は
じ
め
組

長
の
皆
様
、
小
林
市
S
V
C
セ
ン

タ
ー
、
小
林
市
危
機
管
理
課
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
総
勢
約
２
０
０

人
規
模
で
実
施
。
実
際
の
避
難
所

の
運
営
方
法
や
災
害
用
道
具
の
使

い
方
の
練
習
な
ど
貴
重
な
時
間
に

な
り
ま
し
た
。
避
難
者
が
困
ら
な

い
食
料
の
配
分
方
法
や
調
理
方
法
、

避
難
者
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
の
少

な
い
運
営
方
法
や
ル
ー
ル
作
り
な

ど
を
実
施
出
来
た
こ
と
で
、
沢
山

の
創
意
工
夫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

南
校
区
で
は
大
雨
な
ど
の
水
害
が

起
こ
り
や
す
い
地
域
で
す
が
、
安

心
安
全
に
住
め
る
地
域
へ
の
大
き

な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

東方校区まちづくり協議会

南校区

まちづくり協議会

チームみまつ
協働体

すくすくSUKUSUKU
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多くの参加者が集まった避難所運営訓練。住
民同士が協力し災害に強い地域を目指します

平成 31 年 2 月 9 日生

お兄ちゃんと走り回れる日が
楽しみだね。
元気で優しい女の子になあれ。
父：翔　母：ひかる

高
こ う つ さ

津佐 いちか ちゃん

う
わ
あ
あ
あ

あ
ぁ
ぁ
！

ど
げ
ん

し
た
っ
ち
ゃ
ろ
か
？
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